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江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00〜
19：00）☎3950-3070へ 読み終わった区報は古紙回収へ

オリンピック・パラリンピックを
成功させよう！

▲船上から鮮やかな桜を堪能できます

▲江戸の町並みを背景に再現

▲地道な誘客努力を弾き語りで

▲谷地快一さん

⑤お花見周遊船(和
船)

和船から江戸情緒たっぷりの三味線の音色を奏でま
す

3／26(土)〜4／10(日)
の土・日曜(3／27(日)
除く)13：00〜14：00

④新内流し
※雨天中止

③パネル展示

内容

黒船橋・石島橋間で古石場文化センターによる昭和の
名作映画パネル展示や、区の水辺の移り変わりを表し
たパネルを展示

3／26(土)〜4／10(日)
の土・日曜
10：00〜16：00

▢費 1,500円 黒船橋→永代橋→大川端リバーシティ
21→相生橋→黒船橋間をオープンエアの2階建てバス
で周遊

3／26(土)〜4／3(日)
の土・日曜
10：00〜14：30

①お花見周遊スカイ
バス

⑧日本橋・深川シャ
トル便(動力船)

日程イベント名

深川不動堂境内に特設ブースを設置。まちあるきに関
する情報提供や春の深川をめぐるミニツアーを開催
(11：00・13：00)※ミニツアーは3／26(土)は休止

3／17(木)〜4／17(日)
11：00〜15：00

⑨出張まちあるき案
内所※雨天中止

▢費 大人1,200円、小学生600円 日本橋から黒船橋ま
で運航※事前予約可

3／27(日)9：00発

▢費 500円(おみやげ付) 黒船橋〜巴橋間の周遊(約20
分)※各日先着700人

3／26(土)〜4／10(日)
の土・日曜、
4／6(水)・13(水)
10：00〜14：30(受付
開始9：30)

3／24(木)〜4／9(土)
(3／26(土)、3／27(日)、
4／5 (火)、4／6 (水)除
く)

⑦お花見クルーズ船
(動力船)

石島橋上に模擬店が出店。ワークショップ・パフォー
マンス等を実施し、ゲームコーナーを設置

3／26(土)〜4／10(日)
の土・日曜
10：00〜16：00

②石島橋お休みどこ
ろ(お花見カフェ)

メーン会場の桜並木を提灯とライトアップで美しく演
出し、まつりを盛り上げます

3／26(土)〜4／13(水)
16：00〜21：00

⑥さくら提灯および
ライトアップ

▢費 昼便(30分)：大人2,100円、1歳〜小学生1,100円
夜便(45分)：大人2,900円、1歳〜小学生1,900円 黒船
橋を出発し、大横川を周遊(お茶とお菓子付)※事前予
約可
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江東区観光協会では、熊本

県上天草市にある大
だい

悲
ひ

山
さん

向
こう

陽
よう

寺
じ

の住職渡辺紀
き

生
しょう

さんによる

講演会を開催します。お坊さ

んでありながら天草四郎観光

協会の会員である渡辺さんが

ギターの弾き語りを交えなが

ら｢観光で元気になる方法｣を

語ります。住職のギターの弾

き語り説法は好評を博し、全

国各地からバスツアーが組ま

れています。軽音楽部に所属

し、バンドマスターの経験を生かしての

語り口は、テレビ等で幅広く紹介されて

います。住職という立場で、観光活性化

に東奔西走するユニークな講演をぜひお

聴きください▢時 4／13(水)18：30〜20：00

▢場 江東区文化センター3階大研修室(東

陽4-11-3)▢人 区内在住・在勤の方50人

(先着順) ▢費 無料 ▢申 当日直接会場へ

▢問 (一社)江東区観光協会☎6458-7400


